
ギリシャ語の太陽から名づけられた元素
はどれでしょう？

―天体と元素の物語（６）－

京都薬科大学 名誉教授 桜井 弘

１．太陽の光を調べよう！

１６６５年、ヨーロッパでペストが大流行したとき、ケンブリッジ大学トリニティ・カレッジ

が一時閉鎖されることになりました。アイザック・ニュートン（１６４２‐１７２７）はしかたな

く故郷のリンカーシャーに戻り、１年半ほど滞在しました。この時、持ち帰った「プリズ

ム」に光を当てたところ、白色の太陽光が赤から紫色まで虹のように色がわかれて出

てくることを観察して、光は色によって屈折する角度が異なることを１６６６年に発見し

ました。これが太陽光の分析のはじまりでした。

それから１３６年後の１８０２年に、イギリスの化学者・物理学者・天文学者ウィリア

ム・ハイド・ウォラストン（１７６６‐１８２８）は独自のプリズムをつくり、太陽光のスペクトル

を観察して、その中に黒い線（暗線）があることに気づきましたが詳しくは追及しませ

んでした。一方、ドイツの光学機器製作者・物理学者のヨゼフ・フォン・フラウンホーフ

ァー（１７８７‐１８２６）もプリズム分光器をつくり太陽光スペクトルを観察し、１８１３年

に、その中に暗線を発見しました。系統的な研究を行って、５７０本を超える暗線に

ついて波長を計測し、主要な線に波長の短い方から順にＡからＫの記号をつけまし

た。これらはフラウンホーファー線とよばれています。

その後３０年ほどした１８５２年に、ロシア生れのドイツの物理学者グスタフ・キルヒ

ホフ（１８２４‐１８８７）とドイツの化学者ロベルト・ブンゼン（１８１１‐１８９９）は分光器に

工夫を加えて、それぞれの暗線は太陽の上層に存在するいろいろな元素や地球の

大気中の酸素などによる吸収スペクトルであることを示しました。この方法を用いれ

ば、さまざまな元素を特定することができます。キルヒホフとブンゼンは鉱泉水から元

素セシウムとルビジウムを発見しました。この分析法の発明と改良により、新しい元素

が発見される舞台が整いました。

２．太陽の光の中の仮想元素

１８６８年、インドで皆既日食を観測していたフランスの天文学者ピエール・ジュー

ル・セザール・ジャンサン（１８２４‐１９０７）（図１）は、太陽光スペクトル中に黄色の輝

線を発見しました。その２か月後イギリスの天文学者ジョゼフ・ノーマン・ロッキャー

（１８３６‐１９２０）（図２）もケンブリッジで太陽光を観測中にナトリウムによる２本の暗

線の他に波長の少し異なった新しい輝線を発見しました。ロッキャーの偉大なところ
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は、イギリスの化学者エドワード・フランクラ

ンド（１８２５‐１８９９）とともに太陽光のスペ

クトル線を解析したことでした。二人は、気

体のスペクトルを測定すると、元素の存在

濃度が低い場合には鋭い輝線が観測さ

れることを認めました。そして、太陽の表

面は液体や固体状態の物質ではなく、元

素濃度が低い気体や蒸気でできていると

考えたのでした。さらにロッキャーとフラン

クランドは、この輝線は水素のみならず当

時知られていたどの元素にも当たらないた

め、未知元素が存在すると考えて、太陽

（ヘリオス）を意味する名前に由来して「ヘ

リウム」と名づけました。しかし、ヘリウムは

元素として得ることができず「仮想気体」と

考えられて、多くの科学者からヘリウムは

認定されませんでした。

ロッキャーらによるヘリウム発見の翌

年、ロシアのドミトリ・メンデレーエフ（１８３４

‐１９０７）は当時知られていた６３個の元

素からなる周期表を完成させました。しか

し、水素の次の２番目の元素は空欄であり

ました。地球上にない元素は性質を調べ

ることができず、周期表に書き込むことが

できなかったからです。

３．あっぱれな研究者たち

太古の時代から、太陽（図３）の存在はよく知れていました。太陽を人格として捉え

た太陽神は世界の多くの神話・伝承などに残されています。太陽崇拝の対象である

ヘリオス（Ｈēｌｉｏｓ）は、ギリシャ神話の太陽神で、その名はギリシャ語で「太陽」を意味

しています。

ロッキャーとフランクランドは、太陽の上層中の気体の元素の名前を「ヘリウム」（ｈｅ

ｌｉｕｍ）と名づけました。「…ウム」や「…イウム」で終わる元素名からみて、二人は金属

性の気体元素を想定したようです。当時は、元素名をつける時には特別なルールは

ありませんでしたが、１９１９年に設立されたＩＵＰＡＣ（国際純正・応用化学連合）で

は、元素などさまざまな物質の正式名称は統一されたルールに基づいて命名するこ

図２．ジョゼフ・ノーマン・ロッキャー
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／
ｗｉｋｉ／Ｎｏｒｍａｎ_Ｌｏｃｋｙｅｒ

図１．ピエール・ジュール・セザール・
ジャンサン
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／
ｗｉｋｉ／Ｐｉｅｒｒｅ_Ｊａｎｓｓｅｎ
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とにしています。現在は、新しい元素には、

基本的には最後にｉｕｍをつけると決められて

います。

さて、物理や化学の書籍を見ますと、虹

色の美しいフラウンホーファー線の図がのっ

ています。図をよく見ると縦に黒い線（暗線）

がたくさん描かれています。Ｄ線と書かれた

部分にはナトリウムによる２本の暗線（Ｄ１線

５８９.５９４ｎｍとＤ２線 ５８８.９９７ｎｍ）が見ら

れますが、ジャンサンとロッキャーが見つけた

黄色の輝線（Ｄ３線 ５８７.５６５）は書かれて

いません。なぜでしょう？

国立天文台編の『理科年表』を見てみま

しょう。「おもな太陽吸収線」の表には、確か

にＤ１とＤ２線が書かれていますが、Ｄ３線は見

当たりません。もう一つの表「おもな彩層輝線」を見ますと、Ｈｅ（Ｄ３）がちゃんと書か

れています。「彩層」というのは、太陽の球体とコロナとの間の紅色に見える部分のこ

とです。ジャンサンとロッキャーは、ウォラストンやフラウンホーファーが観測できなか

った黄色い輝線をきちんと観測していたのです。素晴らしい発見でした。さらに、歴史

を進めて見ていきましょう。

４．仮想元素から実在元素へ！

元素の発見は、証拠となる実在の元素を

得て、示さなければなりません。ヘリウムの発

見から１４年がたった１８８２年、イタリアの物

理学者・気象学者ルイージ・パルミエリ

（１８０７‐１８９６）はヴェスヴィオ山の溶岩を

研究していたときにＤ３線を見つけ、地球にも

太陽と同じ元素があるらしいと報告しました。

また、１８９０年には、アメリカの化学者ウィリ

ア ム・フ ラ ン シ ス・ヒ レ ブ ラ ン ド（１８５３‐

１９２５）が閃ウラン鉱から化学反応性に乏し

い気体を見つけましたが、窒素と勘違いをし

ました。この報告を知ったドイツの化学者ウィ

リアム・ラムゼー（１８５２‐１９１６）（図４）は、

１８９５年にクレーベ石（Ｃｌｅｖｅｉｔｅ）を入手し

図４．ウィリアム・ラムゼー
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／
ｗｉｋｉ／Ｗｉｌｌｉａｍ_Ｒａｍｓａｙ

図３．太陽（ソーラー・ダイナミクス・オブ
ザーバトリーにより撮影された（２０１０
年））
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｓｕｎ

図３．太陽（ソーラー・ダイナミクス・オブ
ザーバトリーにより撮影された（２０１０
年））
ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｓｕｎ
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て、これに硫酸を作用させて気体を集め、その中からはじめてヘリウムを分離すること

に成功しました。クレーベ石は、閃ウラン鉱と希土類元素を含む鉱石であることが、

後にわかりました。この２ヶ月前にラムゼーはアルゴンを発見したところでした。ラム

ゼーはこの気体をロッキャーとイギリスの化学者・物理学者ウィリアム・クルックス

（１８３２‐１９１９）に送り、ヘリウムであることを確認してもらいました。同じ年に、ドイツ

の物理学者ハインリヒ・グスタフ・ヨハネス・カイザー（１８５３‐１９４０）は鉱山から噴出

するガスにＤ３線を見つけ、空気中にヘリウムが存在すると報告しました。このような事

情を考えると、ヘリウムの真の発見は１８９５年に達成されたと考えられます。ラム

ゼーはカイザーの報告をはじめは疑っていましたが、３年後に分離したネオン中にヘリ

ウムを検出して、空気中にもヘリウムが存在することを認めました。

こうして「仮想気体」は約３０年の時間をかけて「実在気体」のヘリウム（Ｈｅ）になり

ました。歴史をふり返ると、ヘリウムの発見者をあげるのは、とても複雑です。ジャンサ

ン、ロッキャーとフランクランド、さらにラムゼーを加えた４人がふさわしいかもしれませ

ん。ヘリウムは、多くの人々の小さな発見と観察と努力が積み重なって大きな発見と

なりました。
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